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第1章　 緒 言 竝 に 文 献

癲 癇 痙 攣 に 体 節 波 及 が 認 め られ る事 は, 1863年Jacksonが 大 発作 とは 別 に,意 識 を
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失 う事 な く,半 側 性 の身 体 局 所 或 いは 一 部 に

痙 攣を起 し,之 が ロラ ン ド氏 野 皮 質 に於 け る

筋運動 中枢 の配 列 に 従 つ て,一 つ の マ ーチ を

つ ゞけ る所 のEpilepsieの 一異 型 を 報 告 して

以来 注 目 され る 様 に なつ た. Jacksonは こ の

痙攣 型 をEpileptiformと 呼 び,豊 富 な 臨 牀

例 の観 察 の上 に立 つ て,痙 攣 の 体 節 波及 は大

脳 皮質 運動 領 に於 け る興 奮 の波及 の表 現 で あ

る と推 論 した.

爾 来 多数 の業 蹟 が 相 継 いで 現 わ れ, Bubnoff

 u, Heidenhain1)及 びMunk2)は 皮質 運 動領 の

剔除 実験 に よ り, Jacksonの 皮 質 運動 中枢 局

在 説に実 験 的根 拠 を 与 え,こ の 説 は 今 日迄 一

般 に容 認 せ られ て い る.最 近 に 至 りErickson3)

は皮質 電 気 剌戟 に よ る脳 波 測 定 法 で, Jackson

の説を 認 め る と共 に,両 半球 間 の波 及 路 とし

ての脳 梁 の 役割 を 主 張 し てお り,又 林4)及 そ

の門下 は電 気及 び ニ コチ ン剌 戟 に よ る癲 癇痙

攣 の広 汎 な研究 を 遂 げ,そ の 中で 皮 質性 癲 癇

痙 攣 の マ ー チ は皮 質 運 動 領 を 剔除 して も起 る

事 か ら,大 脳 皮 質 に於 け る 興奮 の波 及 を 否定

してい る.更 に近 年 富 永5)は 多数 の 人体 に お

け る電 気衝 撃 の 観察 よ り結 論 して,犬 脳 皮質

に於 け る横 の興 奮波 及 と層 次興 奮 波及 とに関

係 あ りと し,和 田6)は 臨牀 観 察 竝 に動 物 実 験

に於 て,皮 質 運 動 領 野 の主 役 的立 場 を 認め る

と共 に 皮質 下 核 の脇 役的 働 き を 説 い て い る.

一 方,両 半球 間 の 興 奮 の 伝 導 路 に関 し ては

脳梁 の研 究 と共 に古 くか ら問 題 に な つ て お り,

既 にPavlov7)等 は 条 件反射 学 の 方 面 よ り,

剌 戟 及 び 抑 制 は 脳 梁 を 通 る事 を証 明 して い る.

 van Wagenen u. Herren8)は 癲 癇 患 者 の 手術

経験 よ り,脳 梁 の切 断 が 興奮 波 及 に 影 響 を与

え る事 を認 め, Mott u. Shaffer9), Curits10)等

は一側 半球 か らの興 奮 は脳 梁 を通 る事 を実 証

し,脳 梁 の重 要 性 を主 張 した. Unverricht11),

 Spiegel12,13),石 塚14)等 は 動 物 実 験 の 基 礎 の上

に立 つ て,他 側 半 球 え の波 及 は脳 梁 を通 らな

い事 を指 摘 して い る.最 近,沢,堀 川15)は ス

トリ ヒニ ン法 に よる ニ ユ ロ ノグ ラ フ ィー の実

験 で,脳 梁 の前1/3の 切 断 で 反 対 側 半 球 の

Spikeが 消 え る事 よ り,大 脳 両 半球 の 機 能 的

連絡は脳梁であると述べている.又 和田6)は

ア ミタール曹達の頸動脉内注射実験により,

脳梁のみならず皮質下核,特 に視床の重要性

を主張している.

以上の如 く,癲 癇痙攣の体節波及に関して

は未だ確実なる証明がなされていない.

さきに教室の川真田16)は癲癇痙攣の始発部

位竝に進行型は皮質の運動神経細胞の敏感度

の差により決定されると述べ,ま た富永5)は,

痙攣は時間的づれを呈しつ ゝ体節的に発現 し,

各体節共前間代期,強 直期,後 間代期を有 し,

皮質第2層 と第3層 上部は前間代期に,第3

層下部 と第4層 は強直期に,第5,期6層 は

後間代期に関係があるとなしている.

以上のことから,私 は痙攣 の体節波及は皮

質運動領野,特 に錐体路系 と錐体外路系 との

密接な協同作用によるものではないかとの考

えで,未 だ定説のない癲癇痙攣の体節波及 の

機序について幾分でも解明出来ればと思つて

本研究を企てた次第である.

第2章　 皮 質 運 動 領刺 戟 に よ る

痙 攣 の体 節 波 及 に就 て

第1節　 緒言 竝 に文 献

1870年Fritsch u. Hitzig17)は 犬 の 大 脳 皮

質 の一 定部 位 を電 気的 に剌戟 す る と,一 定 の

筋 運 動 が 起 る事 を 発 見 し,既 にJacksonが 臨

牀 上 の所見 か ら予 言 した 大 脳 皮 質 に運 動 中枢

が 存在 しな け れ ば な らな い と云 う仮 説 に 実 験

的根 拠 を 与えて以 来,多 くの 皮 質 の 剌 戟,

剔 除実 験 の業 蹟 が 報 告 さ れ た.就 中1911年

Brown u. Sherrington18)は 皮質 運 動 領 を 剔 除

す る と痙 攣 が直 ち に止 ま る事 を 発見 し, 1927

年Dandy19)も 犬 の 皮質 運 動 領 の 感 電 々 流 剌

戟 に よつ て起 した癲 癇 痙 攣 中に 運 動領 を剔 除

す れ ば 直 に痙 攣 が終 息 す る こ とを 実 験 し,さ

ら に1936年Foerster20)は 皮 質 運 動 領 の 一一部

を剔 除 した 後 は,そ の部 に対 応 す る体部 に は

痙攣 が起 らず,そ の 体部 を飛 び こし て痙攣 が

波 及 す るを 認 め,癲 癲 痙 攣 の体 節 波 及 に関 す

るJacksonの 皮質 拡 延 説 を 実 験 的 に証 明 し

た.更 に 最近 に な り,既 述 の如 く, Erickson3)
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が4チ ヤネル脳波描写装置を用いての皮質電

気剌戟実験により,皮 質切離を行えば痙攣波

及に変化を認める事を証明し,こ の説に賛成

した.本 邦に於ても,林 及びその門下は皮質

性癲癇痙攣の卓越せる研究をなし,斎 藤,須

田21)は一側半球剔除を行つても全身性 に癲癇

痙攣の起 る事を指摘 し,又 皮質運動領の一部

が残つていれば,な ほ全身性の痙攣が起る事

を実験的に証明し, Jacksonの 仮説 に反対 し

ている.

以 上の通 り,諸 家の意 見は一致を見ない.

私は皮質運動領が痙攣の体節波及に対 して

とる態度を追求 し,こ の問題を明らかにする

目的を以て次の如き実験を行つた.

第2節　 実験材料竝に実験方法

実験動物は主として10～20kgの 健康成熟

犬を選び,数 日飼育 したものを使用した.

麻醉は3%塩 酸 モル ヒネ溶液 をPro Kilo

 0.5c.c.皮 下に注射し,注 射後約30分 間待つ

て全身の筋緊張の弛緩した時に実験台上に腹

位に固定し,頭 部及び躯幹は台に緊縛 し,四

肢は台より下 方に下垂せしめ自由に動き得る

様にした.

手術方法:頭 部皮膚に眉間 より大後頭結

節 まで長い正中切開を行い,頭 部諸筋を骨膜

と共 に下 方に 向 つ て剥 離 し,前 頭 骨 の後2/3,

頭 頂 骨 の一部 及 び楔 状 骨 の 一部 を 円鑿 鉗 子 を

もつ て切 除 し,脳 硬 膜 を切 開 し,皮 質 運 動 領

た る前,後 「S」 字状 回 を 露 出 し,温 生理 的

食 塩 水 を含 ませ た 綿 で被 い,約30分 ～1時

間 休息 を与 え た,視 床 露 出 に は更 に 手術 野 を

後 方 に 拡 大 し, Gyrus entolateralisを 出 し,

之 に 沿 つ て 約1.5～2.0cmの 皮質 切 開 を行 う.

この切 開 を 更 に 注 意 深 く深 部 に及 ぼ す と側

脳 室 に 達 し,そ の側 下 方 にFornix, Fimbria

 hipocampiよ りな る白色 隆 起 が 見 え る.そ の

下 方 に視 床 が あ る.

皮 質 剔 除 には 脳軟 膜 に 小切 開 を 加 え,こ ゝ

か ら箆 形 の 刀 を 入 れ て行 つ た.視 床 剔 除 に は

Fornixの 前 後 に 沿 つ て 小切 開 を加 え てFornix

と共 に側 後 方 か ら前 内方 に 向 つ て輪 ピ ンセ ッ

トで掬 い取 る様 に して剔 除 した.尾 状 核 は 視

床の場合 と同様に行えば,側 脳室の側下方に

灰白隆起 として見出される.剔 除の場合には

この灰白隆起の外形に沿つて細い刀で切目を

入れ輪ピンセッ トにて掬い取る様にして行つ

た.視 床,尾 状核剔除の場合,内 包損傷の有

無が考えられるが,こ れがため皮質運動領を

電気的に剌戟して,単 運動の起 ることにより

損傷のなきことを確めた.視 床聞切離は既述

の如 く視床を露出しその部 より箆形刀で行つ

た.脳 梁切離の場合には正中線にて大脳半球

を箆にて側方に排 し,膝 部 より膨大部に至 る

までメスで一気に切離 した.之 等の手術は実

験終了後固定標本にて確めた.

中枢部位の決定には先に森,沼 本22)により

発表されたサイラ トロン衝撃波発振器を使用

し,剌 戟間隔は1秒1回 とし,電 極 は直径

0.5mmの 白金線双 極を使用した.即 ち先づ

側頭筋が僅かに攣縮を起すか起 さないかの程

度の電流を用いて運動領を試みに剌戟し,単

運動の現われる最小の剌戟閾を求め,約1～2

分経てから周辺部の運動領でないと思われる

部分から剌戟し始め,最 後に運動領の頭頂部

に近い部分から下方に剌戟 して行 き,同 一部

位は二度以上剌戟しない様にした.

剌戟方法 としては0.01c.c.迄 目盛を有する

ツベル クリン用注射 器に1/5針 を連接 して使

用し,主に10%ペ ンタゾール液0.05～0.07c.c.

を皮質内に注射 し,時 に感 応コイルによる電

気剌戟を行つた場 合もある.

痙 攣 誘 発 法 は ペ ン タ ゾール 静 注 漸 注法23)を

用 い,犬 のV. digitorum communis dorsalisよ

り0.5c.c.を1分 間 隔 で行 つ た.

閾 下 剌 戟 と し て は1.0%ス トリ ヒニ ン液

0.02～0.04c.c.又 は1.0%ペ ン タ ゾ ー ル 液

0.05c.c.の 皮 質 内 注 射 か,ま た は 同 液 に ひた

した濾 紙 貼 布 を 行 つ た.

観 察 方 法 として は 顏 面,四 肢 の間代 性 痙 攣

を もつ て標 示 と し,特 に顏 面 に於 ては 眼瞼,

耳 翼,口 唇 の 間代 性 痙 攣 を 目標 とした.

第3節　 実 験 成 績

第1項　 皮質剌戟

皮質運動領を剌戟すると,そ の剌戟領野に
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応じて夫々その末梢部に痙攣が始発し,皮 質

に於ける運動中枢の解剖学的配列に従つて痙

攣の体節的波及が認められた.即 ち,顏 面野

剌戟の場合にはすべて(実 験例数13例)図 表

1に 示す如 く,顏 面→ 前肢→ 後肢→対側後肢

→前肢→顏面の順に一方向にのみ進行 し,所

謂U字 型を示した.前 肢野(実 験例数11例),

後肢野剌戟(実 験例数11例)の 場合には図表

2, 3に 示す如 く,夫 々前肢.後 肢より始発し

て両方向に進行を示 した.

即ちいづれの場合に於ても他側えの波及は

必ず後肢から後肢に波及し,顏 面から顏面に,

図 表1.顏 面 野 剌 戟

又は前肢から前肢に伝わることは認められな

血 つ た.

以上のペンタゾール剌戟による成績は皮質

の電気剌戟の場 合,及 び皮質運動領の各領野

に閾下剌戟を与えた後ペンタゾール静脉注射

による誘発法を行つた場 合で も全 く同様に認

め られた.

図 表2.前 肢 野 剌 戟

第2項　 皮質下切離後皮質剌戟

皮質運動領の各領野の皮質下切離を行い,

予めその領野の電気剌戟で単運動 の起 らない

事を確めて皮質剌戟を行 うと,皮 質下切離を

行つた直上部領野の剌戟の場合(実 験例数9

例)に は図表4に 示す如 く,剌 戟相当部の両

側の領野から痙攣が始発して両方向へ体節波

及を示 し,剌 戟相当部は痙攣が一旦全身に波

及するに及んではじめて同様の リズムの痙攣

が起るのを認めた.即 ちこの部は痙攣の始発

部位とはならないことがわかる.

皮質下切離を行つ

た以外の各領野を

剌戟 した場合(実

験例数各10例)に

は図表5, 6に 示

す如 く,そ の部 え

の波及速度が僅か

に遅延を示すが,

体節波及には全 く

変化が認められな

かつた.

即ち,皮 質下切

離は痙攣の始発部

位 とはならないが,

マーチの波及には

変 りないことを示

す.

第3項　 皮質各

領野間切離後

皮質剌戟

皮質運動領の各

野間の皮質切離を

行つて皮質剌戟を

行 うと,痙 攣は剌

戟相当部から始発

して前述 と同様の

体節波及を示すが,

切離間の痙攣波及

は明らかに他部の

波及より遅延する

のが認められた.



1540 吉 田 堯 運

図 表3.後 肢 野 剌 戟

図表4.左 側前肢野皮質下切離

即 ち実験No. 21.

顏面,前 肢野間切

離後前肢野剌戟の

場合(実 験例数8

例,図 表7)に は

前肢 より顏面えの

波及が遅延を示し,

実験No. 25.前 肢,

後肢野間切離後後

肢野 剌戟 の 場 合

(実験例数11例,

図表8)に は後肢

より前肢えの波及

が遅延を示した.

この場合,前 項の

皮質下切離を同時

に行つてその直上部領野を剌戟すると(実 験

例数7例),図 表9に 示す如 く,剌戟相当部即

ち右側前肢からは痙攣が始発せず,領 野間切

離を行わなかつた隣接領野相当部即ち右側後

肢から始発して,之 を中心 として両側に波及

を示 したが切離間の波及に遅延が認められた.

即ち,皮 質各領野間切離は痙攣の波及に影

響を及ぼさないが,波 及を遅延せしめる.

図 表5.実 験No. 11.図 表6.実 験No. 17.
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図 表7,実 験No. 21,図 表8.実 験No. 25.

図表9.顏 面,前 肢野間切離,前 肢野皮質下切離

第4項　 皮質剔除後皮質剌戟

皮質運動領を一乃至数領野剔除 して残存皮

質領野を剌戟すると,そ の剔除領野に相当し

た末梢部は素通 りしてマーチが進行する.但

しこの場合も皮質下切離の場合と同様に一旦

全身に痙攣が波及 して了 うと,最 後に此の部

にも同様の リズムの痙攣が認められた.即 ち

左側前肢野 剔除(実 験例数10例,図 表10)

にては右側前肢に,左 側後肢野剔除(実 験例

数14例,図 表11)に ては右側後肢に間代性

痙攣 の波及 が認められず,両 側前肢野剔除

(実験例数6例,図 表12)に ては左右前肢に

波及が認められず,い づれも全身痙攣 となつ

てはじめて該肢に痙攣が認められた.

次に一側皮質運動領全剔除の場合

(実験例数9例)に は実験No. 28(図

表13)の 如 く,剔 除同側には明らか

に体節波及が認められたが,反 対側

は同時に痙攣が起 り体節波及は認め

られなかつた.
一領野のみ残し,他 領野を全部剔

除した場 合(実 験例数5例)に は実

験No. 37(図 表14)の 如 く,剌 戟相

当部に痙攣は始発 し,次 いで他部は

同時に痙攣が起 り体節波及は全 く認

められなかつた.

即 ち,皮 質剔除は体節波及の脱落

を来す ことがわかる.

第5項　 視床剔除後皮質剌戟

両側視床を剔除して皮質剌戟を行

うと(実 験例数5

例),図 表15に 示

す如 く,剌 戟相当

側にのみ定型的な

体節波及が認めら

れ,他 側四肢は同

時に痙攣が起 り体

節波及は認められ

なかつた.

即ち,視 床剔除

は皮質剌戟相当側

における体節波及

には影響を及ぼさ

ないが,他 側えの

波及は欠如する.

第6項　 脳梁切離後皮質剌戟

脳梁を切離 して皮質剌戟を行 うと(実 験例

数7例),実 験No. 24.(図 表16)の 如 く,痙

攣 の体節波及には全 く変化を認めなかつた.

即ち,脳 梁切離は痙攣の体節波及に全 く関

係ないことがわかる.

第7項　 両視床間切離後皮質剌戟

両視床間を中間質(massa intermedia),及

び視床下部まで充分に切離 して皮質剌戟を行



1542 吉 田 堯 運

図 表10.左 側 前 肢 野 剔除

図 表11.実 験No. 14.左 側 後 肢 野 剔 除

図 表12.両 側 前 肢 野 剔 除

うと(実 験例数6

例),実 験No. 46

(図表17)の 如 く,

剌戟相当側にのみ

体節波及が認めら

れ,他 側では同時

に痙攣が起 り体節

波及は認められな

かつた.ま た前項

の脳梁切離 と同時

に両視床間を切離

した(実 験例数4

例)実 験No. 47(図

表18)に 於ても,

同様に剌戟相当側

にのみ体節波及が

認められ,他 側には認められなかつた.

即ち,両 視床間切離は視床剔除の場合と同

様,皮 質剌戟相当側における体節波及には影

響を及ぼさないが,他 側 え の波及 は欠如す

る.

第4節　 小 括

以上の実験成績を小括すると

1)痙 攣の体節波及は皮質運動中枢の解剖

学的配列に従つて進行し,他 側えの波及は必

ず後肢から後肢に波及し,他 の波及形式は認

められない.

2)皮 質運動

領の皮質下切 離

後その直上部領

野の剌戟では,

その部 よりは始

発せずその両側

の隣接領野相当

部 より痙攣が始

発 し体節波及を

示し,他 領野の

剌戟では体節波

及に何等の変化

も認めない.

3)皮 質運動

領の各領野間切
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図 表13.実 験No. 28.図 表14.実 験No. 37.図 表15.実 験No. 45.

図 表16　 実 験No. 24.図 表17.実 験No. 46.図 表18.実 験No. 47.

離は,痙 攣 の体節波及に変化を及ぼさないが,

波及速度の遅延を来す.

4)皮 質運動領の剔除によ り,痙 攣 の体節

波及は剔除相当部を素通 りして進行するが,

全身痙攣となつた後にはその部にも痙攣が認

められる.

5)脳 梁切離は痙攣の体節波及に影響を及

ぼさない.

6)視 床剔除及び両視床間切離は皮質剌戟

側における体節波及には影響を及ぼさないが,

他側えの波及は欠如する.

第3章　 視床剌戟による痙攣の体

節波及に就て

第1節　 緒言竝に文献

大 脳 皮質 の或 る部 位 を 電 気 的 に 剌戟 す る と

癲癲 痙 攣 の起 る事 は既 に1887年Fracois Fran

 ck24)に よつ て 確 認 され て い る.併 し視 床 に 関
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しては1938年Dusser de Barenne25)が ス ト

リヒニン法によるニユロノグラフイーを用い

て運動性線維の存在を証明しているが,従 来

は体性知覚及び特殊知覚の中継所 として考え

られていた.最 近に至 り,尾 崎26)は視床のニ

コチン剌戟によつても皮質の剌戟の場合 と全

く同様な癲癇痙攣を起す事に成功 し,視 床に

運動に関する神経路が介在する事を実験的に

証明し,之 を視床性癲癇痙攣 と名付けた.須

田27)は犬について皮質性癲癇痙攣 の伝導路に

関する研究に於て,皮 質,視 床間の連絡を明

かにし,痙 攣に於ける視床の重要性を説き,

平沢,狩 谷28)に解剖学的立場 より,皮 質運動

領 と視床諸核間の連接関係を明らかにしてい

る.近 年和田6)は視床剌戟の動物実験によつ

て,癲 癇痙攣の波及に視床が二次的働きを有

する事を認めている.

以上の如 く,視 床剌戟による痙攣の体節波

及の機序に関する研究は少なく,未 だ明かに

されていない.

私は視床性癲癇痙攣の体節波及 と皮質運動

領 との関係を明かにし,こ の問題を追求せん

ために本実験を行つた.

第2節　 実験材料竝に実験方法

実験材料竝に実験方法は前章に於て述べた

通 りである.

剌戟方法 としては主に墨汁にて着色した10

%ペ ンタゾール液0.05～0.07c. c.をFornixよ

り剌入して行つた.時 に絶縁 したマン ドリン

線を用いて電気剌戟(感 応 コイル)を 行つた.

実験終了後,動 物の脳は固定標本 として剌戟

部位確定のため使用 した.

第3節　 予 備 実 験

先に尾崎26)は視床剌戟に際して視床核を前

核群,中 核群,側 核群に区分 し,前 核群及び

中核群に相当すると思われる部位の剌戟では

痙攣が起るが,側 核群に相当する部位では起

らない と述べている.

私は視床剌戟を行 うに当 り,最 も確実に痙

攣 を惹起 し得る部位を確定するため本実験を

試みた.

視床の核分類は今日尚研究者により意見の

一致 しない点があるが,私 はこれを前核,内

側核,腹 側核,外 側核,後 核 と大別し,前,

中,後 核群の3群 に区分 した.そ の水平切断

を示せば図表19の 如 くである.即 ち,中 核群

には内側核,腹 側核,外 側核の3核 を含む.

図 表19.

全例47匹 の犬について剌戟 実験を行つて

見 るに,痙 攣を惹起し得たものは33例で,そ

の内訳は図表20に 示す如 くである.即 ち,前

核群にては15例 中10例 に,中 核群にては23

例全例に痙攣を惹起する事 が出来たが,後 核

群にては1例 も痙攣を惹起する事が出来なか

つた.よ つて爾後の実験は中核群に剌戟を行

うこ と と した.

図 表20.

第4節　 実 験 成 績

第1項　 視床剌戟

一側の視床を剌戟すると(実 験例数11例),

図表21に 示す如 く,主 〓して剌戟反対側の後

肢 より始発し,皮 質運動中枢 の配列に従つて

両方向に体節波及が認められた.剌 戟反対側
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前膜から始発する場合も認められたが(図 表

22),顏 面より始発するのは1例 も認め られ

なかつた.し かし皮質顏面野に閾下剌戟を与

えた後た同側視床剌戟を行えば(実 験例数4

例),図 表23に 示す如 く明らかに顏面より始

発せしめることができた.

この視床剌戟の場合の体節波及は皮質剌戟

の場合よりも波及速度が迅速であつた.

即ち,視 床剌戟でも主 として反対側後肢 よ

図 表21.視 床 剌 戟(後 肢より始発例)

り始発するところのより迅速な体節波及があ

ることがわかる.

第2項　 一側半球皮質剔除後視床剌戟
一側皮質運動領の全剔除を行い,そ の同側

図 表22.視 床 剌 戟(前 肢 より始発例)

視床を剌戟すると(実 験例数6例,)図 表24

に示す如 く,ま づ剌戟反対側即ち皮質剔除反

対 側に同時に痙攣が起 り,つ ゞいて同側の後

肢,前 肢,顏 面 と波及を示 した.

皮質剔除反対側視床の剌戟の場合(実 験例

数5例)に は図表25に 示す如 く,剌 戟反対側

即 ち皮質剔除同側後肢より痙攣が始発 して前

肢,顏 面 と波及 し,反 対側四肢は同時に痙攣

を起し全身痙攣 となつた.即 ち皮質運動領残

置反対側は体節波及が認められるが,皮 質運

動領剔除相当側には認められなかつた.

第3項　 両側前,後 肢野剔除後視床剌戟

左右両側の前肢,後 肢野剔除後一側視床を

剌戟すると(実 験

例数5例),図 表

26に示す如 く,残

置領野相当部,即

ち剌戟反対側の顏

面より痙攣が始発

し,つ いで四肢同

時に痙攣が惹起 し,

最後に剌戟同側顏

面に波及して全身

痙攣 となる.即 ち,

この場合にも残置

領野相当部には体

節波及が認められ,

剔除領野相当部に

は認められなかつ

た.

第4項　 両側皮

質 剔除後視床剌戟

両側の皮質運動

領全剔除を行つて

一側視床を剌戟す

ると(実 験例数5

例),図 表27に 示

す如 く,痙 攣の始

発部位 も,体 節波

及 も全 く認められ

ず,全 身同時に痙

攣がが惹起した.

以上第2,第3,

第4項 の実験 より,

視床剌戟の場合に

於ても痙攣の体節
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図表23.実 験No.36.

顔面野閾下刺戟視床刺戟

図表24.左 側皮質剔除後左側視床刺戟例

図表25.右 側皮質剔除後左側視床刺戟例

波及には皮質運動領の存在を必要 とすること

がわかる.

第5項　一側尾状核剔除後視床剌戟

図表28に 示す如 く,左 側尾状核剔除後同側

視床を刺戟すると(実 験例数4例),右 後肢

より痙攣が始発して両方向に波及し,体 節波

及には変化は認められなかつた.

第5節　 小 括

以上の実験成績を小括すると

1)視 床刺戟にて痙攣を最もよく惹起する

部位は中核群で,次 で前核であつて後核では

起 らな い.

2)視 床刺戟の場合にも,皮 質刺戟の場合

と同様に体節波

及が認められる

が,こ の場合の

波及速度は皮質

刺戟の場合より

迅速である.

3)視 床剌戟

の場合でも,痙

攣の体節波及に

は皮質運動領の

存在を必要 とす

る.

4)尾 状核剔

除は視床剌戟に

よる痙攣の体節

波及に影響がな

い.

第4章

總括遊に考按

癲癇痙攣がマ

ーチして行くこ

とをJacksonは

次の如 く説明し

ている.即 ち,

大脳皮質運動領

の或る一点に興

奮が起るとそれ

に対応する筋群
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図表26.実 験No. 23.

両側前,後 肢野剔除後左側

視床剌戟例

図表27.実 験No. 49.

両側皮質全剔除後左側視

床剌戟例

図 表28.実 験No. 52.

左側尾状核剔除後左側視

床剌戟例

に痙攣が始まり,そ の興奮が次第に周圍の皮

質に拡延 して行 くにつれそれぞれ対応す る筋

群に痙攣が波及して行 く.斯 様にして一側半

球の皮質運動領に興奮が波及することによつ

て対側に痙攣の体節波及が起 り,更 に他側の

皮質運動領に興奮が波及するに及んで全身性

の痙攣になると説明している.

私は犬を用いて皮質剌戟及び視床剌戟の実

験を行い,そ の際に起る痙攣の体節波及,及

び皮質運動領剔除,皮 質下切離,皮 質間切離,
脳梁切離,視 床切離及び剔除,尾 状核剔除の

際の体節波及の変化につき観察 した.

今 この実験成績について考察して見 るに,

皮質剌戟では明らかにその剌戟部位に応じて

夫々剌戟相当部から痙攣が始発し,そ れを中

心として両方向に,皮 質運動中枢の配列に従

つて波及することを認め,こ のことから一応

興奮の波及は皮質を通ることが考えられるし,

また皮質下切離を行つてその直上部領野を剌

戟すれば,剌 戟部位の両側隣接領野相当部か

ら痙攣が始発することからも皮質に於ける横

の興奮波及が当然考えられ る.こ のことは既

に富永5)が 多数の人体における電気衝撃の成

績より推測しておるところで,更 に皮質各領

野間を切離しておいてもなお体節波及が認め

られるが,切 離間の波及速度の遅延が認めら

れることから皮質も興奮の波及に幾分か関与

していることが考えられる.し か し乍ら,各

領野間を切離しても依然 として体節波及が認

められることは皮質のみを通 るものでな く,

皮質に於ける興奮は下位中枢,お そらくは視

床にも至 り,再 び皮質に戻つてくる経路,即

ちreverberating circuitを も 当 然 考 え な け れ

ば な ら な い と 思 う.こ れ に 関 し てFulton29)

は 視 床,特 にNucl, ventralisよ り の 遠 視 床

性線維が分野4及 び6に いたつている事を述

べている.ま た視床剌戟でも体節波及が認め

られること,さ らにこの場合皮質剔除を行え

ばその相当部には体節波及が欠如すること等

の事実からもよく理解される.林 等4)の 云う

皮質性癲癇痙攣の伝導路 よりすれば,尾 状核

剔除後視床剌戟では興奮波及は対側視床に伝

わるのみで,従 つて尾状核剔除同側にのみ体

節波及が現わるべきであるが,私 の実験では

体節波及に何等の影響がなかつたことから考

えると,視 床の剌戟が対側視床にも行 くが,

皮質にも伝わ り剔除反対側にも体節波及を現

わしたと解釈することができる.
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視床を剌戟すると,主 として後肢 より始発

し之を中心 として両側に痙攣が波及する.前

肢より始発することもあるが顏面より始発す

ることは殆んど認められなかつた.こ のこと

は視床では思い通 りの部位に剌戟を行 うこと

ができず,犬 では皮質運動領の後肢中枢の発

達がよく,従 つて視床に行 く投射線維及びそ

れを うける核の発達も良好で,視 床に於ける

後肢の領域が最も広いためではないかと思わ

れる.ま た視床剌戟でも剌戟部位により始発

部位が異なる点から,視 床内にも運動に関す

る局在が考えられ,そ れより皮質各運動領野

に夫 々線維連繋があるものと推定される.

視床剌戟の場合,体 節波及速度が皮質剌戟

のそれより迅速なのは何故であろうか.こ れ

は皮質剌戟に於ては皮質における興奮は もち

ろん皮質をも通 るであろうが,皮 質領野間切

離を行つても波及するところからみると,一

旦視床に投射 されて視床内にて興奮の波及が

行われ,再 び皮質にかえるために緩除なマー

チとしてあらわれるのに対 し,視 床剌戟に於

ては直ちにこれより下降する線維により末梢

体部に伝わるためではないかと考えられる.

但し,視 床剌戟の場 合でも皮質運動領の存在

する場合には体節波及が認められるのに,こ

れを剔除するとこれが消失することから考え

て,や は り皮質運動領が何等かの関与 となし

ていることは否定 されない.

次に,皮 質剌戟の場合視床を剔除しても剌

戟相当側に体節波及が認められることから,

皮質内をも伝わ ると思われるが,も しそ うだ

とすれば反対側えも体節波及が伝わるべきだ

と考えられ る.し かるに脳梁 も視床間の連絡

も断た れても同様の結果が得 られることから

みると,皮 質の興奮は視床ばか りでな く,須

田27)の云 う如 く,レ ンズ核,更 に下位中枢に

波及してこゝに於て一側の体節波及が現われ

て くるもの ということも考えられるが,私 は

現在視床迄 しか実験 していない故 この点に関

しては言及することはできない.ま たこの成

績より,両 側性に体節波及があらおれるため

には必ず視床の存在を必要 とするのである.

即ち一側半球 の興奮は両視床間を介して他側

半球に伝わると考えられる.

以上の事実からとにか く私は体節波及に関

しての視床の重要性を特に 強調 したい と思

う.

以上の考えより,今 までの実験では一側半

球内に於ける痙攣の体節波及は皮質及び視床

に於ける興奮の波及による現象である(レ ン

ズ核以下に於ても行われると考えられるけれ

ども)と 云 う事が出来 る.

次に皮質剔除を行えばその剔除範圍に相当

した末梢部には体節波及が認められず,残 置

領野相当部にのみ体節波及が認められること,

及び皮質運動領野を全部剔除すれば視床を剌

戟(実 験No. 49)し ても体節波及が認められ

ないことから,痙 攣の体節波及には必ず皮質

運動領の存在を必要 とすると考えられる.

またペンタゾール静注による痙攣誘発法に

よれば,健 康犬では全身同時に痙攣が惹起さ

れるが,皮 質運動領の一部に閾下剌戟を与え

ておけば,閾 下剌戟領野相当部より痙攣が始

発 して体節波及を示すこと,及 び視床剌戟の

場 合で も顏面野に閾下剌戟を行えば,殆 んど

始発をみなかつた顏面からでも痙攣を始発せ

しめ得ることから推論すれば,痙 攣そのもの

は視床よりでる線維を伝わるであろうが,こ

の活動を同じ体節部 位 の皮質 から出る線維

(おそらくは錐体路線維)が 調節指向してい

るために体節波及を現わ してくるものと私は

推測している.

平沢30)はその研究より,大 脳皮質に於ける

錐体路中枢 と錐体外路中枢 との作用関係を

1)錐 体路中枢 と錐体外路中枢 とが同時に

興奮 して協調作用が行われるか

2)或 は錐体路中枢が先づ興奮をうけて,

これが錐体外路中枢に及ぶか

3)逆 に錐体外路中枢が先づ興奮をうけて

錐体路中枢に及ぶか

であらうと推論し,こ れ等の可能性のうちで

両者が同時か,或 は皮質錐体外路中枢が先づ

興奮 し,之 に錐体路の興奮がつ ゞき,い わば

錐体外路中枢による末梢部に於ける運動の準
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備状態が完了した所え錐体路の命令が行 くの

でわないか と思わ れると云つている.

私は痙攣の体節波及の経 過 を詳 細に 観察

し,ま づ始発部位に纎細な単運動様の明瞭な

一定の リズムを有する間代性痙攣が現われ,

次第に他の筋群に波及 して行 くこと,及 び前

述の皮質剔除実験に於て,剔 除相当部は体節

波及が欠如し,全 身痙攣 となつてはじめて同

じリズムの痙攣が認められることを併せて考

察すると,痙 攣の体節波及は先づ錐体路中枢

が興奮を うけてきつかけ とな り,次 で錐体外

路中枢の興奮が伝わつて起つてくるものの如

く思考せられる.

次に体節波及の他側半球えの波及に関して

も既述の如 く,諸 家の意見は一致を見ていな

い.最 近Kopeloff31)はAlumina Crean)を 脳

内に入れて焦点性癲癇を生ぜ しめた猿の脳梁

切離実験で,他 の伝導路 も考えられるが,脳

梁が重妻な役割をなす事を述べている.

私は脳梁切離実験を行つたが,体 節波及に

は何等の変化 も認め得なかつた.し か し両視

床間切離又は脳梁,視 床間 同時切離 を行え

ば,視 床剔除の場合 と同じく剌戟相当側にの

み体節波及が認められて,反 対側には体節波

及が全 く認められなかつた.こ の事実は一側

半球皮質の興奮は脳梁を通らず両視床間を通

り他側半球に伝わるものと考えられる.こ の

ことは須田27)が一側皮質運動領 と対側 レンズ

核とには脳梁その他の連合系によらず,視 床

を 介 して の 伝 導 路 が 存 在 す る と述 べ,ま た

Jasper32)が 一 側 半 球 内 の興 奮 は 中間 質(massa

 intermedia)の 完 全 切 離 で 他 側 半 球 に伝 わ ら

な い と述 べ てい る こ とか ら も明 白 で あ る.全

身 痙 攣 とな るの は お そ ら く下 位 中枢,特 に 黒

質 に於 け る両 側性 支 配(中 邑33))に よ る もの

と思 わ れ る.掛 川,沢34)等 は 定 型 的 焦 点痙 攣

を 生ぜ しめ,こ の 際 の神 経 細胞 の電 気活 動 の

観察 よ り,脳 梁 切 離 を行 つ て も痙 攣 波及 様 式

は変化するが,な ほ波及拡延する事から,こ

れは最短経路たる脳梁線維による興奮伝達が

妨げられるため他の経路を経たためで,従 て

脳梁切離による痙攣波及防止の試みは常に痙

攣焦点に於ける剌戟量の大小を念願に置いて

決定されなければ な らない と述べ,ま た和

田6)も痙攣波及が剌戟量の多少に関係するこ

とを述べているが,私 の実験は電気剌戟の如

く,他 の部に影響を及ぼす如き剌戟を避け,

常に閾値に近き一定の化学剌戟を使用してお

り,他 の部に影響を及ぼすことなきよう努め

ている.す べて剌戟に対する神経細胞の興奮

は悉無率によるものであつて,剌 戟量の大小

により左右 されるとい うことは剌戟範圍の不

一致より他に考えられぬ ところであつて,こ

の点より私の実験に於て痙攣の体節波及が脳

梁を通 らないことについては確実であると信

ずる.

皮質剌戟でも,視 床剌戟でも,他 側えの波

及は必ず後肢から後肢に行われ,他 の波及型

式は見られなかつた.こ のことについて,解

剖学的にまた電気生理学的に分野4か ら出る

交連線維は脳梁を通て反対側の分野4相 当部

のみに連絡 していることが実証35)されている

けれども,私 の実験に於る如 く,脳 梁はこれ

に全 く無関係であ り,少 なくとも痙攣に関与

する線維はこれとは別のものであつて,両 半

球間の連絡線維は後肢間にのみ存在している

ことを証明している.こ のことは皮質におけ

る運動中枢配列順序から考えても首肯 される

ところである.

以上の如き考えにより,私 は痙攣の体節波

及 の機序について図表29の 如きセーマを考え

て見た.即 ち,今 顏面野を剌戟すると,先 づ

錐体路中枢が活動 し,そ の剌戟相当部に単運

動様の攣縮を起 し,次 で皮質の錐体外路中枢

の活動を起 して対側顏面に痙攣 となつて表現

される.そ の興奮は一方に於ては皮質内波及

により隣接領野に伝わるし,ま た他方,一 旦

視床の顏面相当部に投射 し,こ ゝに於て前肢

相当部に波及 し再び皮質前肢野に戻つて皮質

前肢野に活動を起させ前肢の痙攣を惹起する

ものと考えられる.か くして痙攣が後肢に波

及すると,こ の興奮はついで視床を通 り反対

側視床より順次に皮質運動領の各錐体路,錐

体外路に活動を起させて反対側にも痙攣の体
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節波及を起 し全身性 となるものと思われる.

視床剌戟の場合には剌戟された細胞から直に

視床内に波及 し,こ れより下降する錐 体外路

線維を伝わ り痙攣となる故この波及が迅速 と

なるものと考えられる.皮 質下切離を行つた

場合には錐体外路,錐 体路線維は中断されて

いる故興奮波及は横にのみ行われ,そ の故に

始発部位 とはならず,剌 戟両側領野相当部か

ら痙攣が始発するのであろ う.皮 質剔除を行

つた場 合には横の波及は中絶され,ま た視床

よりの回路を通つてきた興奮に反応する中枢

神経細胞もないためその対応部に痙攣が素通

りするが,一 旦全身痙攣 となつた場合には下

位中枢の活動によりこの部にも痙攣が認めら

れるのは当然のことである.両 視床聞を切離

図 表29.

〔註〕 視 床 よ り下 降する線維は本来 は尾状核,

レンズ核 を経 て下降す るもので あ るが便宜

上 この ように書いた.

すれば,も はや興奮の他側半球えの波及は中

絶 され,剌 戟対側にのみ体節波及が認められ

ることもこのセーマにより容易 に理解 でき

る.

私はこの様なセーマを考えては見たが,之

には多少の推測も加わつていることであるし,

更に今後の研究により訂正 さるべき点がある

ものと考えている.

第5章　 結 論

1)皮 質剌戟の場合でも,視 床剌戟の場合

でも痙攣に体節波及が認められる.

2)体 節波及を伴つた痙攣が起るには皮質

剌戟でも,視 床剌戟で も必ず皮質運動領の存

在を必要 とする.

3)痙 攣の体節波及は一側半球では皮質と

視床で行われ,反 対側半球えの波及は脳梁を

通らず両親床間を伝わる.

4)之 等興奮の波及に対 して皮質運動領が

指向性を与えるためにマーチとしてあらわれ

るものと考えられる.

5)痙 攣の体節波及は錐体路 と錐体外路と
へ

の密接な協同作用により起つて来るものであ

り,そ の体節波及に関する主導性は錐体路が

有 す る.

稿 を終 るに当 り終始御懇篤 なる御指導 と御校閲 を
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